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わが国のがん検診における自治体の役割 塩見知司
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長野県のがん検診推進行動計画と地域ぐるみの取り組み 上前知洋

がん患者の立場からがん検診の重要性を振り返る 小林貴美子

茨城県公衆衛生看護学会学術大会開催を前に 新たな公衆衛生看護の創造 佐伯和子

「がんのことをもっと知ろう」プロジェクトをとおして 東京都荒川区におけるがん対策 松本承子／小竹桃子

在宅高齢者の地域包括支援センター利用意向とそれに関連する特性 青木邦男・ほか

韓国の公衆衛生看護教育と保健活動の見聞から 小倉弥生・ほか／水俣からのレイト・レッスン 花田
昌宣／母親支援の新しい形 母親の育児幸福感を高めるために 清水嘉子／『保健婦雑誌』に見る戦後史 木村哲
也／ニュースウォーク 白井正夫／町で暮らし人と出会う 森まゆみ／看護系大学・研究所からのメッセージ
梅花女子大学

多産から少子化へ，など，時代の変遷とともに「母子

保健」をめぐる環境は変わっても，母子保健施策の展開

において保健師が中心的な役割を占めることに変わりは

ありません。「健やか親子21」を引き継ぐ次期計画策定に

向けた動きも進みつつあるなか，今回の特集が，健やか

親子21の重点課題や地域固有の課題への対応のヒント

になればうれしいです。対応策を推進するうえで重要な

方策としてあげられているのが，山縣氏の論文でも強調

された「各種データの利活用」。栗盛氏による特別記事で

は，地域診断に活かせるデータ集作成の意義と成果が紹

介されているので，あわせてどうぞ。 (伊藤)

いつの間にわが国の環境はこんなに悪くなったのだろ

うか。政治・経済状況は混迷を深め，外交では国境問題

が紛糾し，一触即発の状態。自然環境では異常気象が続

き，地殻変動によるさらなる地震や火山噴火の恐れがあ

るなか，原子力発電所の下に活断層が発見されている。

福島原発事故の収束は程遠い状況だ。 でもよく見てみ

れば，どの問題も決していまに始まったことではない。

どの問題もこれまで有効な対策をしないで，先送りにし

てきたからなのだ。威勢のいいことばかり言って，困難

から目を背けないで，何事も日々の地道な作業から始め

るしかない。 (杉之尾)
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